
品
川
区
の
来
年
度
予
算
の
編
成
時
期
に
な
り
ま
し
た
。
さ
る

11
月
17
日
、
わ
た
く
し
安
藤
た
い
作
は
日
本
共
産
党
区
議
団
の

一
員
と
し
て
、
「
２
０
０
７
年
度
予
算
要
望
書
」
を
区
長
に
提

出
す
る
行
動
に
参
加
し
ま
し
た
。

こ
の
「
要
望
書
」
は
、
来
年
度
の
品
川
区
の
予
算
を
名
実
と

も
に
「
命
と
暮
ら
し
を
守
る
地
方
自
治
体
本
来
の
役
割
を
果
た

す
」
こ
と
の
で
き
る
編
成
に
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
一
〇
五
項

目
に
わ
た
り
具
体
的
な
予
算
要
望
項
目
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
は
毎
年
提
出
し
て
お
り
、
当
日
は
区
側
か
ら
濱
野

区
長
の
ほ
か
、
本
間
助
役
・
新
美
企
画
部
長
も
対
応
し
ま
し
た
。

連
名
提
出
者
で
あ
る
日
本
共
産
党
品
川
地
区
委
員
会
か
ら
は
、

後
藤
均
品
川
地
区
委
員
長
も
出
席
し
ま
し
た
。

要
望
の
一
〇
五
項
目
は
大
き
く
分
け
て
「
暮
ら
し
・
福
祉
」

「
街
づ
く
り
・
防
災
」
「
教
育
」
「
中
小
企
業
対
策
」
「
区
民

参
加
の
区
政
運
営
」
「
若
者
雇
用
」
の
分
野
に
分
か
れ
て
い
ま

す
。
貫
か
れ
て
い
る
も
の
は
「
地
方
自
治
の
精
神
に
立
ち
返
れ
」

と
い
う
こ
と
で
す
。

「
地
方
自
治
法
」
に
は
地
方
公
共
団
体
の
役
割
は
「
住
民
の

福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
基
本
に
す
る
」
と
あ
り
ま
す
。
さ

ら
に
言
え
ば
、
国
を
挙
げ
て
侵
略
戦
争
に
突
き
進
ん
だ
戦
時
中

の
経
験
を
踏
ま
え
、
戦
後
憲
法
に
は
「
地
方
自
治
」
と
い
う
章

が
別
に
立
て
ら
れ
ま
し
た
。
国
の
政
治
と
は
独
立
し
た
地
方
自

治
の
重
要
性
が
わ
ざ
わ
ざ
強
調
さ
れ
た
の
で
す
。

と
こ
ろ
が
今
の
品
川
区
は
「
限
ら
れ
た
財
源
の
中
、
少
な
い

費
用
で
最
大
の
効
果
を
あ
げ
る
の
が
自
治
体
の
使
命
」
「
そ
れ

は
国
の
仕
事
。
国
の
議
論
を
見
守
る
」
と
呪
文
の
よ
う
に
繰
り

返
し
ま
す
。
国
の
冷
た
い
政
治
が
吹
き
荒
れ
る
中
、
住
民
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
立
場
に
乗
り
出
す
姿
勢
が
あ
り
ま
せ
ん
。
先

の
戦
後
地
方
自
治
の
二
つ
の
基
本
精
神
と
も
相
反
し
ま
す
。
当

日
の
区
長
の
対
応
も
同
じ
も
の
で
し
た
。

品
川
区
に
は
、
今
回
の
要
望
書
を
積
極
的
に
生
か
す
よ
う
切

に
望
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
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日本共産党品川区議団が０７年度予算要望書を提出

地方自治の精神、忘れちゃったの！？
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